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意図的な悪用の検出
コントローラでは、潜在的な脅威を知らせる役割を果たす 3つの意図的な悪用に関するアラーム
をサポートしています。これらはデフォルトで有効になっているため、コントローラ上での設定

は不要です。

• ASLEAP検出：コントローラは、攻撃者がLEAPクラックツールを起動した場合にトラップ
を生成します。トラップメッセージは、コントローラのトラップログで確認できます。

•疑似アクセスポイント検出：高密度アクセスポイント環境でのアクセスポイントアラーム
の誤作動を回避するために、コントローラは疑似アクセスポイント検出ロジックを調整しま

す。

•ハニーポットアクセスポイント検出：コントローラは、不正なアクセスポイントが管理対
象 SSIDを使用している場合にトラップイベントを生成します（コントローラで設定された
WLAN）。トラップメッセージは、コントローラのトラップログで確認できます。
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